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※本シンポジウムは土木施工管理技士会CPDSプログラム（4ユニット）に認定されています。

主催 ：長崎大学

共催 ：岐阜大学、長崎県、（公財）長崎県建設技術研究センター、（一社）長崎県建設業協会、（社）長崎県測量設計業協会

後援 ：国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所、長崎県土木施工管理技士会、 （一社）建設コンサルタンツ協会九州支部、
（一社）九州橋梁・構造工学研究会

一般市民、建設・設計業関係者、国・自治体職員、学生

会場

長崎大学インフラ長寿命化センター

“道守”養成ユニット特別講演会

平成26年

2月14日(金)
13：30～17：30

先着200名

特 別
講 演

講
演
1

『これからの時代を担う人たちに期待すること』

九州工業大学名誉教授
渡辺明氏

講
演
2

『橋梁の点検を終えれば、安全安心は万全なのか』

東京都道路整備保全公社
土木学会「構造物の長寿命化小委員会」委員長 高木千太郎氏

講
演
3

『社会インフラの高齢化の現状と課題』

橋梁調査会審議役
土木研究所研究顧問 大石龍太郎氏

パネルディスカッション
コーディネーター：松田副学長
渡辺氏、高木氏、大石氏、門間氏（国土交通省）、池田氏（長崎県）

長崎大学 文教スカイホール
グローバル教育・学生支援棟4F （長崎市文教町1-14）

対象



長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター 宛

FAX:095-819-2879
”道守”養成ユニット特別講演会
◆FAX専用受講申込み用紙◆

●申込の際は必要事項をご記入いただき、下記申込先までFAXにてお申し込みください。

フリガナ

氏 名

連 絡 先

自宅 ・ 会社 （会社名： ）

CPDS登録
（4ユニット）

空白
必要 ・ 不要

住所：

TEL：（ ）

CPDSとは、土木施工管理技士会が行う継続学習制度で、土木施工管理技士に必要な技術力の向上のために、加入者が

講習会などの学習の記録を登録するシステムです。

※ご記入いただきました個人情報は適切に保管いたしますとともに、関連開催行事等のみに利用させていただきます。

※応募者多数により、ご参加いただけない場合は、ご連絡いたします。

プログラム
13：30～13：40 開会挨拶

副学長、インフラ長寿命化センター長 松田 浩

13：40～14：20 特別講演（40分）

九州工業大学 名誉教授 渡辺 明 氏

『これからの時代を担う人たちに期待すること』

14：20～15：10 特別講演（50分）

東京都道路整備保全公社 高木 千太郎 氏

『橋梁の点検を終えれば、安全安心は万全なのか』

15：10～15：30 ＜休憩（20分）＞

15：30～16：20 特別講演（50分）

橋梁調査会 審議役 大石 龍太郎 氏

『社会インフラの高齢化の現状と課題』

16：20～17：20 パネルディスカッション（60分）

テーマ：『地方の道をいかに守っていくか』

17：20～17：30 閉会挨拶

国土交通省九州地方整備局 長崎河川国道事務所長 門間 俊幸 氏

松田副学長、渡辺氏、高木氏、大石氏、門間氏（国土交通省）、池田氏（長崎県）


